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日本道路／グループ環境ビジョン策定／５０年までにＣＯ２排出ゼロへ

　日本道路はグループ環境ビジョン「Ｎｉｃｈｉｄｏ　Ｂｌｕｅ＆Ｇｒｅｅｎ　Ｖｉｓｉｏｎ　
２０５０」を策定した。地球温暖化や資源循環、生物多様性などで長期目標を設定。化石燃料
を使わない製造技術の開発や消費電力の再生可能エネルギー化などを通じ、５０年に二酸化炭
素（ＣＯ２）排出量を実質ゼロにする。

　環境ビジョンに合わせ▽カーボンニュートラルの実現▽循環型社会の形成▽生物多様性への
配慮－を柱とする行動指針を定めた。

　脱炭素では建設事業と製造・販売事業で使う重機、車両の電動化を推進。３５年までに全乗
用車を電気自動車（ＥＶ）などのゼロエミッションビークルに転換する。アスファルト合材の
製造では、５０年までに化石燃料を使用しない製造技術を開発する。

　事業活動で消費する電力は４０年までに１００％再エネ転換する。全事業活動のＣＯ２排出
量を１３年度比で３０年に５０％、４０年は７０％削減し、５０年の実質ゼロを目指す。

　循環型社会の形成では３５年までに再資源化率１００％を目標に設定。分別収集を徹底し、
３５年までに建設混合廃棄物の排出率を０・１％以下、最終処分量ゼロの達成を目指す。生物
多様性は各事業で取り組むべき行動を明確化。環境マネジメントシステムの評価項目に組み込
み実効性を高める。地域社会と連携した植林活動や生態系保全活動も積極展開する。
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